
Agent for Lotus Domino

Arcserve® Backup

18.0



法律上の注意
組み込みのヘルプシステムおよび電子的に配布される資料も含めたこのドキュメント (以
下「本書」)はお客様への情報提供のみを目的としたもので、Arcserveにより随時、変更

または撤回されることがあります。

Arcserveの事前の書面による承諾を受けずに本書の全部または一部を複写、譲渡、変

更、開示、修正、複製することはできません。本書はArcserveが知的財産権を有する

機密情報であり、ユーザは (i)本書に関連するArcserveソフトウェアの使用について、

Arcserveとユーザとの間で別途締結される契約により許可された以外の目的、または (ii)
ユーザとArcserveとの間で別途締結された守秘義務により許可された以外の目的で本書

を開示したり、本書を使用することはできません。

上記にかかわらず、本書で取り上げているソフトウェア製品(複数の場合あり)のライセン

スを受けたユーザは、そのソフトウェアに関して社内で使用する場合に限り本書の合理的

な範囲内の部数のコピーを作成できます。ただし Arcserveのすべての著作権表示および

その説明を各コピーに添付することを条件とします。

本書を印刷するかまたはコピーを作成する上記の権利は、当該ソフトウェアのライセンス

が完全に有効となっている期間内に限定されます。いかなる理由であれ、そのライセンス

が終了した場合には、ユーザはArcserveに本書の全部または一部を複製したコピーを

Arcserveに返却したか、または破棄したことを文書で証明する責任を負います。

準拠法により認められる限り、Arcserveは本書を現状有姿のまま提供し、商品性、お客

様の使用目的に対する適合性、他者の権利に対する不侵害についての黙示の保証を

含むいかなる保証もしません。また、本システムの使用に起因して、逸失利益、投資損

失、業務の中断、営業権の喪失、情報の損失等、いかなる損害(直接損害か間接損

害かを問いません)が発生しても、Arcserveはお客様または第三者に対し責任を負いま

せん。Arcserveがかかる損害の発生の可能性について事前に明示に通告されていた場

合も同様とします。

本書に記載されたソフトウェア製品は、該当するライセンス契約書に従い使用されるもの

であり、当該ライセンス契約書はこの通知の条件によっていかなる変更も行われません。

本書の制作者はArcserveです。

「制限された権利」のもとでの提供：アメリカ合衆国政府が使用、複製、開示する場合

は、FAR Sections 12.212, 52.227-14及び52.227-19(c)(1)及び (2)、及び、DFARS
Section252.227-7014(b)(3)または、これらの後継の条項に規定される該当する制限に従う

ものとします。

©2019 Arcserve(その関連会社および子会社を含む)。All rights reserved.サードパーティ

の商標または著作権は各所有者の財産です。



Arcserve 製品リファレンス

このマニュアルが参照している Arcserve 製品は以下のとおりです。

Arcserve® Backup

Arcserve® Unified Data Protection

Arcserve® Unified Data Protection Agent for Windows

Arcserve® Unified Data Protection Agent for Linux

Arcserve® Replicationおよび High Availability



Arcserve Backup マニュアル

Arcserve Backupドキュメントには、すべてのメジャーリリースおよびサービスパックに

ついての特定のガイドとリリースノートが含まれています。ドキュメントにアクセスす

るには、以下のリンクをクリックします。

Arcserve Backup r18 リリースノート

Arcserve Backup r18マニュアル選択メニュー

http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/available/R18/JPN/Bookshelf_Files/HTML/Relnotes/Default.htm
http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/available/R18/JPN/Bookshelf.html


Arcserve サポートへの問い合わせ

Arcserve サポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソースを提

供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。

テクニカルサポートへの問い合わせ

Arcserve のサポート：

Arcserve サポートの専門家が社内で共有しているのと同じ情報ライブラリに

直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジ ベース( KB) ドキュメント

にアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについて、製品関

連 KB 技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを見つけることが

できます。

弊社のライブチャット リンクを使用して、Arcserve サポート チームとすぐにリアル

タイムで会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセスした

まま、懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserve グローバルユーザコミュニティに参加して、質疑応答、ヒントの共

有、ベスト プラクティスに関する議論、他のユーザとの会話を行うことができま

す。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、使用している Arcserve 製品に適したその他の有用なリソースにアクセス

できます。

https://support.arcserve.com/s/?language=ja
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第1章 : Agent for Lotus Domino の紹介

Arcserve Backupは、アプリケーション、データベース、分散サーバ、およびファイルシ

ステム向けの包括的かつ分散的なストレージ ソリューションです。データベース、ビ

ジネスクリティカルなアプリケーション、およびネットワーククライアントにバックアップ

機能およびリストア機能を提供します。

Agent for Lotus Dominoは Arcserve Backupで提供されるエージェントの1つです。

このエージェントは、Lotus Dominoと通信して、ローカルサーバまたはリモート サー

バ上のLotus Dominoデータベースをバックアップします。

このガイドでは、Windowsプラットフォーム上でのArcserve Backup Agent for Lotus
Dominoのインストール、環境設定、使用方法について説明しています。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

エージェントの概要 10

ライセンス登録 12

アーキテクチャ 13

データベースインスタンス識別子( DBIID) 14

バックアップ計画 15
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エージェントの概要

エージェントの概要

Agent for Lotus Dominoは、Lotus Dominoデータベースおよびトランザクションログを

バックアップできる Lotus Dominoバックアップアプリケーションプログラミングインター

フェース( API) を使用します。オンラインまたはオフラインのLotus Dominoデータベー

スをバックアップできます。オンラインバックアップを使用する場合、データベースのレ

プリケート、および Lotus Dominoサーバの停止を行う必要はありません。

エージェントを使用すると、以下のことを実行できます。

フルバックアップの実行

Lotus Dominoデータベースに入っているすべてのデータベースファイルを、

Arcserve Backupサーバを使用してテープまたはファイルシステムデバイスにバッ

クアップします。Lotus Dominoのトランザクションログオプションが有効で、ログ

形式がアーカイブに設定されている場合、エージェントはトランザクションログ

ファイルもバックアップします。トランザクションログとは、ある特定の時点以降

にデータベースで発生したすべてのトランザクションをリストにしたものです。

増分バックアップおよび差分バックアップの実行

増分または差分のバックアップ方式を選択すると、繰り返しジョブをスケジュー

ルできます。トランザクションログ形式がアーカイブに設定されている Lotus
Dominoサーバでは、増分および差分バックアップジョブを行うと、トランザクショ

ンログファイルおよびデータベースファイルは、新しいデータベースインスタンス

ID ( DBIID) で Lotus Dominoサーバにバックアップされます。これ以外の場合

は、増分および差分バックアップジョブでは変更されたすべてのデータベース

ファイルがジョブに含まれます。システムまたはメディアに障害が発生しても、ト

ランザクションログとデータベースのフルバックアップの両方を使用して、データ

ベースを回復できます。

リストア

データベースおよびトランザクションログファイルをリストアします。エージェントを

使用すると、データベースやログファイルを元の場所または別の場所のいずれ

かにリストアできます。

回復

リストアしたデータベースを回復します。回復処理では、トランザクションログを

使用してデータベースを現在の状態にロールフォワードするか( フル自動回

復 ) 、指定した時点の状態にロールフォワードします( Point-In-Time 自動回

復 ) 。

注：この回復処理は、トランザクションログが有効な Lotus Dominoサーバにのみ

適用されます。
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エージェントの概要

エージェント サーバとして使用

Windows 2008、Windows 2012、またはWindows Server 2016のサービスとして

機能するため、セットアッププログラムまたは［コントロールパネル］の［サービス］

アプレットから、自動的に開始するよう設定できます。そのため、サーバにログ

インせずにエージェントを実行できます。

パーティションサーバの使用

単一コンピュータ上で Lotus Dominoサーバの複数のインスタンスを操作しま

す。Lotus Dominoのこの機能により、すべてのパーティションが、同じLotus
Donimoプログラムディレクトリおよび同じセットの実行可能ファイルを共有しま

す。ただし、各パーティションには、固有のデータディレクトリとNotes.ini ファイル

のコピーがあります。Arcserve BackupAgent for Lotus Dominoでは、パーティショ

ンサーバをサポートしているため、異なるLotus Dominoサーバにあるデータベー

スを同時に参照、バックアップ、およびリストアできます。

ニーズに基づいたバックアップジョブのスケジュール

バックアップジョブを指定した時刻または指定した曜日にスケジュールできま

す。たとえば、指定日に実行するジョブをサブミットして繰り返し方法を選択

したり、ローテーションスキーマ( 事前設定の、フルバックアップジョブで構成さ

れる週単位でのバックアップ計画 ) を選択したりできます。
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ライセンス登録

ライセンス登録

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoのライセンスを Arcserve Backupプライマリ

サーバまたはスタンドアロンサーバにインストールして検証できます。エージェントを

r16.5 SP1より前の任意のバージョンからこのバージョンにアップグレードする場合、

プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバのエージェント用の古いライセンスキー

と現在のバージョンのアップグレード キーの両方を入力する必要があります。r16.5
SP1より前のバージョンからアップグレードする場合以外は、現在のバージョンアッ

プグレード キーを入力するだけで構いません。

古いバージョンのエージェントを使用している場合は、Arcserve Backupにより、エー

ジェントがインストールされているコンピュータ上のライセンスの確認が行われます。

ライセンス登録の詳細については、「実装ガイド」を参照してください。
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アーキテクチャ

アーキテクチャ

Arcserve BackupAgent for Lotus Dominoには、でデータベースをバックアップおよびリ

ストアできるサービスが備わっています。Arcserve Backup

以下の図は、Arcserve Backupと Lotus Dominoの一般的な関係の概要を示して

います。
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データベースインスタンス識別子( DBIID)

データベースインスタンス識別子( DBIID)

トランザクションログを有効にすると、Lotus Dominoはデータベースインスタンス識

別子 ( DBIID) を各データベースに割り当てます。Lotus Dominoがトランザクションを

ログに記録するときにDBIID も記録されます。回復処理時には、Lotus Dominoが

このDBIID を使用してデータベースとトランザクションを一致させます。

データベースの一部のメンテナンスアクティビティでは、Lotus Dominoサーバがデータ

ベースに新しいDBIID を割り当てる場合があります。新しいDBIID が割り当てられ

ると、ログに記録されるすべての新しいトランザクションにこの新しいDBIID が使用

されます。ただし、古いトランザクションでは以前のDBIID のままであるため、新しい

DBIID と一致しなくなります。よって、これらの古いトランザクションを使用してデータ

ベースをリストアすることはできません。

注：データの消失を回避するには、データベースが新しいDBIID に変更された直

後に、データベースのフルバックアップを行う必要があります。

このバックアップを実行するときには、その時点までのすべてのデータベーストランザ

クションを取得し、データベースのリストアには( 新しいDBIID を持つ) 新しいトランザ

クションのみが必要な状態にする必要があります。
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バックアップ計画

バックアップ計画

正しいバックアップ計画の目的は、バックアップデータとトランザクションログファイル

の組み合わせから確実にデータを回復させることによって、重要なデータの損失を

防ぐことです。バックアップ計画を成功させる鍵は、定期的にバックアップを行うこと

です。複数ある Lotus Dominoインストール環境およびデータベースには、それぞれ

に異なるバックアップ周期が必要ですが、どのインストール環境およびデータベース

のバックアップも決まった間隔で実行する必要があります。

重要： Lotus Dominoサーバの使用を開始する前に、必ずバックアップおよび復旧

の計画を立ててください。計画を立てずに Lotus Dominoサーバの使用を開始す

ると、ディスク障害が発生した場合にデータを回復できなくなる可能性がありま

す。

Lotus Dominoでの一般的なバックアップ計画は、週単位で Lotus Dominoサーバ

のフルバックアップ( データベースファイルとトランザクションログファイル) を行うという

ものです。そのほかに、増分バックアップ( 前回のバックアップ時から新しく DBIID を

割り当てられた、アーカイブ準備の整ったログとデータベースファイル) を日単位で

行うとよいでしょう。実際のバックアップ頻度は、Lotus Dominoサーバでの平均トラ

ンザクション数によって異なります。

最新のトランザクションがバックアップファイルに含まれるようにするには、データベー

スよりも頻繁にトランザクションログをバックアップする必要があります。たとえば、ト

ランザクションログのバックアップを 1日に 1回実行し、データベース全体のバック

アップを週に 1回実行します。こうすると、データベースをリストアする必要がある場

合、前回バックアップされたトランザクションログが常に 24時間以内のものになり

ます。トランザクションログを頻繁にバックアップするほど、より最近のトランザクショ

ンを含むファイルができます。
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バックアップ計画

バックアップの一般的な考慮事項

データベースのバックアップを計画する場合、以下のポイントを考慮してください。

各データベースの重要性

各データベースの変動性

各データベースのサイズ

実行日にバックアップの実行に割ける時間の長さ( バックアップの好機ともい

う)

障害が発生した場合にデータベースの回復に必要な時間
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バックアップ計画

重要性

データベースの重要性は、バックアップ計画を決定する際に非常に重要な要素と

なることがよくあります。重要なデータベースまたはクリティカルデータベースをバック

アップする場合、以下の計画を検討してください。

これらのデータベースを頻繁にバックアップする。

前回コミットされたトランザクションまで回復されるよう、関連するトランザクショ

ンログファイルをアーカイブする。

関連するトランザクションログファイルを頻繁にアーカイブする。

注：トランザクションログファイルを頻繁にアーカイブすると、データベースやトランザ

クションログファイルに障害が発生し回復する必要がある場合に、失われる可

能性のあるトランザクションの数を減らすことができます。
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バックアップ計画

変動性

データベースの変動性によって、バックアップ計画が決定されることがよくあります。

データが失われる可能性を小さくするには、変動するデータベースをより頻繁に

バックアップする必要があります。また、トランザクションログファイルのサイズを縮小

し、回復時にログファイルの処理にかかる時間を短縮するため、データベースを毎

日バックアップする必要もあります。
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バックアップ計画

サイズ

データベースのサイズが、バックアップを実行できるタイミングと頻度に影響すること

がよくあります。たとえば、非常に大きなデータベースのバックアップには長い時間が

かかります。このため、非常に大きなデータベースのバックアップは週に 1回、週末

にのみ行うことが必要になる場合もあります。データベースのサイズを考慮し、週

単位のバックアップが適切と考えられる場合は、関連するトランザクションログファ

イルのアーカイブをデータベース自体よりも頻繁に実行する必要があります。また、

重要なデータベースや変動するデータベースの場合は、トランザクションログファイ

ルを毎日バックアップする必要があります。
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バックアップ計画

バックアップの好機

自分に都合のよいバックアップ時間に合わせ、データベースをバックアップできるタイ

ミングが決定されることがよくあります。たとえば、営業日には頻繁に使用される

が午後 6時以降にはほとんど使用されないデータベースの場合は、夜間の12
～ 13時間がバックアップ時間になります。一方、月曜から金曜までは 24時間

頻繁に使用されるが、週末には使用されないデータベースの場合は、週末の2
日間がバックアップ時間になります。いずれの場合も、自分に都合のよいバック

アップの好機に合わせてバックアップ計画を調整してください。
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バックアップ計画

回復時間の長さ

データベースの回復にかかる時間を短縮するには、以下の操作を行ってください。

データベースをバックアップする前に、インデックスを再編成するコマンドや未使

用のインデックス領域を解放するコマンドを使用して、データベースサイズの縮

小を試みます。

データベースをより頻繁にバックアップします。データベースのバックアップ頻度を

上げると、トランザクションログファイルのサイズが縮小され、ロールフォワードに

かかる時間が短縮されます。

アーカイブしたトランザクションログファイルをディスクに置いておきます。トランザ

クションログファイルをディスク上に置いておくと、データベースのチェックポイント

のみを回復するだけでよく、ログファイルを回復する必要はありません。

代替システムの準備を完了 ( またはほぼ完了 ) しておき、オンラインシステムか

らシステムを引き継げるようにします。たとえば、最新のデータベースとトランザク

ションログファイルを代替システムへ定期的に回復すると、オンラインシステム

に障害が発生した場合、代替システムにすばやく切り替えることができます。
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バックアップ計画

自動繰り返しバックアップ

一定の間隔でバックアップジョブを繰り返して実行するように設定できます。たとえ

ば、毎週日曜日の深夜にバックアップジョブを実行するには、繰り返しの間隔を7
日に設定し、ジョブをサブミットするときにそのジョブが日曜の深夜に実行されるよ

うにスケジュールします。バックアップが完了すると、Arcserve Backupは毎週日曜

日の真夜中に実行するよう、そのジョブを自動的に再スケジュールします。［繰り

返し方法］リストから選択することによって、繰り返す間隔を設定できます。これ

は、バックアップマネージャの［スケジュール］タブに表示されます。間隔を設定する

ときは、［スケジュール］タブの［バックアップ方式］を［フル］に設定します。
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第2章 : Agent for Lotus Domino のインストール

この章では、Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoをインストールして設定する

方法について説明します。Arcserve Backupをインストールおよび設定するには、

指定されたオペレーティングシステムの特性、要件、管理者の責任に精通してい

る必要があります。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

インストールの前提条件 24

Windows 32ビットまたは 64ビット環境でのエージェントのインストール 25

エージェントの環境設定 26

エージェントのアンインストール 31

第2章: Agent for Lotus Domino のインストール 23



インストールの前提条件

インストールの前提条件

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoをインストールする前に、以下のことを確

認してください。

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoをインストールするシステムが、インス

トールの動作要件を満たしていること。要件の一覧については、「リリースノー

ト」を参照してください。

ハードディスク上に、Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoのインストールに

使用可能な 30 MB の空き容量がある。

エージェントをインストールするコンピュータ上で、ソフトウェアをインストールする

ために必要となる管理者権限 ( または管理者に相当する権限 ) を有してい

ること。

トランザクションログバックアップをサポートする場合、トランザクションログオプ

ションが有効になっており、トランザクションログ形式がアーカイブに設定され

ていること。

トランザクションログを有効にすると、Lotus Dominoではほとんどのデータベース

とテンプレートに対するログが自動的にオンになります。Lotus Dominoサーバの

管理者は、データベースのプロパティから各データベースのログのオン/オフを切り

替えることができます。また、管理者はトランザクションログの場所とサイズも

指定できます。

注：保護する Lotus Dominoサーバに Arcserve Backup Agent for Open Filesをイン

ストールする必要はありません。Agent for Open Filesは、開いているファイルまたは

アクティブなアプリケーションによって使用中であるファイルを保護する場合に役立

ちます。Agent for Lotus Dominoは Lotus Dominoサーバの保護に特化した専用

エージェントなので、Agent for Open Filesのすべての機能を活用した完全なソ

リューションが提供されます。
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Windows 32 ビットまたは64 ビット環境でのエージェントのインストール

Windows 32ビットまたは 64ビット環境でのエージェン

トのインストール

Arcserve Backup Agent for Lotus Domino ( Windows 32ビットおよびWindows 64
ビットの両方 ) では、Arcserve Backupのシステムコンポーネント、エージェントおよび

オプションの標準インストール手順に従ってインストールします。この手順の詳細に

ついては、「実装ガイド」を参照してください。

重要： 古いリリースのArcserve Backup Agent for Lotus Dominoからアップグレード

する場合、アップグレードした後、すぐにフルバックアップをスケジュールする必要が

あります。
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エージェントの環境設定

エージェントの環境設定

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoの設定を開始する前に、Lotus Domino
サーバのnotes.ini ファイルが格納されている場所のパスを確認しておく必要があり

ます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

サーバへのアクセス権の設定

レジストリエディタの設定

レジストリパラメータの変更
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エージェントの環境設定

サーバへのアクセス権の設定

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoは Lotus API を経由して Lotus Domino
サーバに接続します。そのため、セキュリティ上の理由から、ユーザがエージェントの

コンポーネントを実行するには、内部から Lotus Dominoサーバに接続する許可と

アクセス権を持っていることが重要です。

Agent for Lotus Dominoを使用し始める前に、バックアップする Lotus Dominoサー

バへのアクセス権を設定する必要があります。

以下の手順に従います。

1. Windowsの［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］-［Arcserve Backup］-
［Arcserve ］-［Lotus Domino Agent環境設定］を選択します。

［Agent for Lotus Domino環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. notes.ini ファイルの場所、サーバ ID ファイル名、およびサーバ ID ファイルにアクセス

するためのパスワードを入力します。

注：サーバ ID のファイル名および対応するパスワードは、共有電子メールデータ

ベースをバックアップするときにのみ必要です。一般的に、Lotus Dominoのパーティ

ションサーバでは、notes.ini ファイルは Lotus Dominoのデータパスにあります。Lotus
Dominoのシングルサーバでは Lotus Dominoのホームディレクトリです。

3. ［完了］ボタンをクリックします。

環境設定情報がレジストリエディタに送信され、環境設定は完了します。
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エージェントの環境設定

レジストリエディタの設定

Windows Server 2008、Windows Server 2012、およびWindows Server 2016サービ

スで利用可能な Windows REGEDT32ユーティリティを使用すると、Windowsレジス

トリで Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoの設定値の一部をカスタマイズお

よび変更できます。

注： レジストリエディタからオプションを変更できます。ただし、オプションを変更しな

いことをお勧めします。不明点があれば Arcserve サポートにお問い合わせくださ

い。

レジストリエディタで設定する方法

1. のレジストリエディタを開きます。

2. レジストリエディタのツリーで、以下のいずれかのノードまで展開します。

x86システムの場合

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA Arcserve
Backup\DSAgent\CurrentVersion\agent\dbanotes@ ( Lotus Domino サーバ名 )

x64システムの場合

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\ComputerAssociates\CA
ARCServe Backup\DSAgent\CurrentVersion\agent\dbanotes@ ( Lotus Domino サーバ

名 )

3. 右ペインのリストで設定するオプションをダブルクリックします。

4. 必要に応じて、設定を変更します。

5. エージェントのオプションの設定が終了したら、レジストリエディタを終了し、

Arcserve Backup Agent RPC Server を再起動します。
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エージェントの環境設定

レジストリパラメータの変更

以下のレジストリパラメータを変更できます。

dll

Arcserve Backup Agent for Lotus Domino実行可能ファイル( dbanotes.dll) の
場所を指定します。

NotesIniDir

notes.ini ファイルの場所を指定します。

NotesHomeDir

Lotus Dominoのホームディレクトリ( Lotus\Domino) の場所を指定します。

NotesDataPath

Lotus Dominoのデータパス( Lotus\Domino\data) の場所を指定します。

dsaobject1

Lotus Domino ID ファイル( 例：server.id) の場所を指定します。

debug

対応する Lotus Dominoサーバに対して、生成されるトレースファイル

( dbanotes@servername.trc) のデバッグレベルまたは範囲を指定します。この

トレースファイルには、Arcserve テクニカルサポートが問題を解決する際に有

用な情報が含まれています。

DWORD エディタダイアログボックスを開いてデバッグレベルを設定すると、この

パラメータを設定できます。

値：0 ( トレースファイルを生成しない) 、1 ( 一般的なトレースファイルを生成

する) 、2 ( 詳細なトレースファイルを生成する)

PreviousInstanceName

現在のホスト サーバに存在しない Lotus Dominoインスタンスをリストアします。

この場合、存在しない Lotus Dominoインスタンスのリストアと回復には、現在

のLotus Dominoインスタンスの設定が使用されます。

このシナリオは以下の場合に発生します。

エージェントの以前のリリースから現在のリリースにアップグレードした場合。ま

た、Lotus Dominoサーバをパーティションが設定されたサーバにアップグレードし

た場合。

エージェントの現在のリリースが存在しており、最終バックアップの後に Lotus
Dominoサーバの名前を変更した場合。
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エージェントの環境設定

以前のインスタンス名を解決するには、以下のガイドラインに従います。

リストア対象のデータが古いリリースのエージェントを使用してバックアップされた

場合、古いインスタンス名は常に dbanotesになります。

リストア対象のデータが現在のリリースのエージェントを使用してバックアップされ

た場合、インスタンス名は dbanotes@servername になります。( サーバ名は実

際のLotus Dominoサーバ名になります) 。

DWORD エディタダイアログボックスを開いてデバッグレベルを設定すると、このパラ

メータを設定できます。

重要： バックアップを実行した後、Lotus Dominoサーバの名前を変更しないでくだ

さい。リストアジョブでは常に、バックアップされたものと同じ Lotus Dominoサーバの

設定を使用します。Lotus Dominoサーバの名前を変更した場合、リストアを実行

するには、PreviousInstanceName レジストリキーを手動で設定する必要がありま

す。
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エージェントのアンインストール

エージェントのアンインストール

使用していない場合、Agent for Lotus Dominoをアンインストールできます。

Agent for Lotus Domino をアンインストールする方法

1. Windowsのコントロールパネルを開きます。

2. ［プログラムの追加と削除］をダブルクリックします。

［アプリケーションの追加と削除］ウィンドウが開きます。

3. ［Arcserve Backup］を選択し、［削除］をクリックします。

［Arcserve Backupアプリケーションの削除］ウィンドウが表示されます。

4. Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoを選択し、［次へ］をクリックします。

場合によっては、警告メッセージが表示されます。

5. ［次へ］をクリックします。

6. ［指定したコンポーネントをご使用のコンピュータから削除してもよい場合、この

チェックボックスをオンにしてください］チェックボックスを選択し、［削除］をクリックし

ます。

エージェントがアンインストールされ、サーバで使用可能な Arcserve Backupコン

ポーネントの最新のリストが表示されます。
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第3章 : Agent for Lotus Domino の使用

この章では、Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoを使用してデータをバックアッ

プおよびリストアする方法について説明します。バックアップおよびリストア機能の詳

細については、「管理者ガイド」を参照してください。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

データのバックアップ 34

データのリストア 48

惨事復旧の実行 64
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データのバックアップ

データのバックアップ

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoとバックアップマネージャを使用すると、任

意のLotus Dominoサーバをソースとして選択し、Arcserve Backupサーバに接続さ

れているテープデバイスをデスティネーションに選択した状態で、バックアップジョブ

を選択およびサブミットすることができます。Lotus Dominoサーバ全体または Lotus
Dominoサーバ内の個々のオブジェクト ( データベースファイルおよびトランザクション

ログファイル) をバックアップすることが可能です。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

バックアップジョブの実行準備

バックアップマネージャの概要

バックアップ方式

バックアップの実行
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データのバックアップ

バックアップジョブの実行準備

バックアップジョブをサブミットする前に、以下のタスクを実行してください。

データベースのデータの整合性を確認します。データの整合性を確認するに

は、Lotus Dominoクライアントでデータベースを開き、矛盾やエラーの内容を調

査します。

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoのログオン情報を指定します。

Arcserve Backupサーバのホームディレクトリに環境設定ファイルを作成しま

す。

Lotus Dominoの起動
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データのバックアップ

環境設定ファイル

Lotus Dominoデータをバックアップする前に、Arcserve Backupサーバの

NotesNetShare.cfg 環境設定ファイルをホームディレクトリに作成する必要がありま

す。

以下に、NotesNetShare.cfg ファイルフォーマットの例を示します。

\\server213\d$  \\server100\lotus

server213

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoがインストールされているホスト サーバ

( マシン) を指定します。

d$

マップされたドライバを lotus という名前のNAS共有に指定します。

server100

NASサーバ名を指定します。

lotus

NAS共有を指定します。

以下に、NotesNetShare.cfg ファイルフォーマットの別の例を示します。

¥¥123.456.789.1¥f$ ¥¥123.456.789.2¥d$

この例では、123.456.789.1は Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoがインス

トールされているホスト サーバ( マシン) 、f$ はネットワーク共有デバイスにマップされ

たドライバ、\\123.456.789.2\d$ は Lotus Dominoデータディレクトリがある場所で

す。
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データのバックアップ

Lotus Domino の起動

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoを使用してデータをバックアップする前に、

以下のいずれかのモードを使用して Lotus Dominoを起動する必要があります。

サービスモード

アプリケーションモード

( 仮想セッションの代わりに) コンソールを使用してログインし、Lotus Dominoをアプ

リケーションモードで起動することができます。

重要：仮想セッションを使用してログインし、Lotus Dominoをアプリケーションモード

で起動すると、エージェントを使用する際に不具合が発生する可能性がありま

す。そのため、コンソールを使用してログインすることをお勧めします。
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データのバックアップ

バックアップマネージャの概要

バックアップマネージャには、Arcserve Backupジョブの詳細情報が表示されます。

また、バックアップするオブジェクトとバックアップ先の場所を選択することもできま

す。また、バックアップマネージャのフィルタ、オプション、およびスケジューリングを使

用して、バックアップジョブをカスタマイズすることもできます。バックアップマネージャ

の詳細については、「管理者ガイド」を参照してください。
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データのバックアップ

バックアップマネージャのタブ

それぞれのバックアップジョブには、ソース、デスティネーション( メディア) およびスケ

ジュールまたは方式を指定する必要があります。バックアップマネージャ画面に

は、バックアップジョブをカスタマイズする以下の4つのタブが表示されます。

［スタート］タブ

バックアップの種類を選んだり、ステージングオプションを有効または無効にで

きます。バックアップの種類には標準、デデュプリケーション、および Unix/Linux
Data Mover バックアップがあります。

［ソース］タブ

［Agent for Lotus Domino環境設定］ダイアログボックスで正しく設定されたす

べてのLotus Dominoサーバが表示されます。Lotus Dominoサーバをブラウズす

ると、そのサーバに配置されているオブジェクトのリストが表示されます。Lotus
Dominoサーバのディレクトリは、Arcserve Backupでサポートされたほかのホスト

やクライアントと同じ方法でブラウズできます。

［スケジュール］タブ

バックアッププロセスのスケジュールおよび方式を選択できます。このタブでは、

事前に定義したバックアップ計画を選択したり、要件に合わせてバックアップ

計画をカスタマイズすることができます。

［デスティネーション］タブ

すべてのデバイスのグループが、Arcserve Backupのデバイス環境設定

( dvconfig.exe) ファイルで定義したとおりに表示されます。
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データのバックアップ

バックアップ方式

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoのバックアップ方式は、バックアップマネー

ジャの［スケジュール］タブに表示されます。

フル - アーカイブビットを残す

すべての選択されている項目がバックアップされます( フルバックアップ) 。Lotus
Dominoサーバ全体 ( データベースファイルとトランザクションログファイル) 、特
定のデータベースファイル、またはトランザクションログファイルを選択できま

す。

フル - アーカイブビットをクリア

すべての選択されている項目がバックアップされます( フルバックアップ) 。Lotus
Dominoサーバ全体 ( データベースファイルとトランザクションログファイル) 、特
定のデータベースファイル、またはトランザクションログファイルを選択できま

す。

注：Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoでは、［フル( アーカイブビットを残

す) ］と［フル( アーカイブビットをクリア) ］のいずれの方式でも、同じフルバック

アップが生成されます。アーカイブビットを維持およびアーカイブビットをクリアの

機能は、エージェントには適用されません。

増分

アーカイブ形式のトランザクションログオプションが有効に設定されている

Lotus Dominoサーバでは、増分バックアップを行うと、トランザクションログファ

イルと、前回のフルまたは増分バックアップ以降に新しいDBIID が割り当てら

れたファイルのみがバックアップに含まれます。トランザクションログがない、また

はアーカイブ形式のトランザクションログオプションが無効に設定されている

Lotus Dominoサーバでは、増分バックアップを行うと、前回のフルまたは増分

バックアップ以降に変更されたファイルのみがバックアップに含まれます。

差分

アーカイブ形式のトランザクションログオプションが有効に設定されている

Lotus Dominoサーバでは、差分バックアップを行うと、トランザクションログファ

イルと、前回のフルバックアップ以降に新しいDBIID が割り当てられたファイル

のみがバックアップに含まれます。トランザクションログがない、またはアーカイブ

形式のトランザクションログオプションが無効に設定されているサーバでは、差

分バックアップを行うと、前回のフルバックアップ以降に変更されたファイルのみ

がバックアップに含まれます。

注：以前にアーカイブされたログファイルが存在しないために、ジョブ中にバック

アップされたトランザクションログファイルが 1つも存在しないこともあります。またデ
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フォルトでは、アクティブなトランザクションログファイルも、ファイルの内容が変動す

るためバックアップされません。
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バックアップの実行

バックアップジョブには、データの抽出元であるデータソース( ソース) と、抽出した

データの保管先となるストレージ デバイス( デスティネーション) が必要です。Lotus
Dominoからデータをバックアップするには、バックアップマネージャを使用し、ソース

として Lotus Dominoサーバオブジェクト、デスティネーションとして Arcserve Backup
デバイスを選択してバックアップジョブをサブミットする必要があります。

注：Agent for Lotus Dominoは、エージェント サーバでのデータ暗号化およびデータ

圧縮をサポートしていません。

データをバックアップする方法

1. ［クイックスタート］-［バックアップ］をクリックします。

［バックアップマネージャ］ウィンドウが表示されます。

2. ［ソース］タブで、バックアップする Lotus Dominoサーバが含まれるホスト サーバを展

開します。

該当するツリーが展開され、バックアップ可能なサーバが表示されます。

注：Lotus Dominoサーバ名の長さが使用可能な文字数を超過している場合、

Arcserve Backupは制限を超えている余分な文字を自動的に切り捨て、文字列

の最後の2文字を 01で置き換えます。同じ名前のLotus Dominoサーバが別に

存在する場合、Arcserve Backupは再度名前を最大文字数で切り捨て、文字

列の最後の2文字を 02で置き換えます。

Arcserve Backup r16.5 SP1以降の場合、サーバ名の最大長は 79文字です。
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Arcserve Backup r16.5 SP1以降の場合の例

Lotus Dominoサーバが以下のような名前だとします。

「User111111111122222222223333333333444444444455555555556666666666-
77777777778888888」( 81文字 )

Arcserve Backupは、名前を 79文字に切り捨て、最後の2文字を以下のよう

に変更します。

「User111111111122222222223333333333444444444455555555556666666666-
777777777788801」( 79文字 )

前と同じ名前を使用して Lotus Dominoサーバを作成すると、Arcserve Backup
は以下のように名前を変更します。

「User111111111122222222223333333333444444444455555555556666666666-
777777777788802」( 79文字 )

3. バックアップするデータベースが含まれる Lotus Dominoサーバをクリックします。

該当するツリーが展開され、選択した Lotus Dominoサーバ上にあるデータベース

のリストが表示されます。また、Lotus Dominoのトランザクションログオプションが有

効に設定されており、ログ形式としてアーカイブが選択されている場合、展開さ

れた Lotus Dominoツリーにトランザクションログのアイコンも( アルファベット順で) 表
示されます。

4. 対応するボックスが緑一色 ( フルバックアップ) になるまでクリックして、Lotus Domino
データベースを選択します。
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Lotus Dominoサーバ全体を選択することも、サーバ内の個々のオブジェクト ( デー

タベースやトランザクションログ) を選択することもできます。

5. ( オプション) Lotus Dominoサーバを右クリックし、［フィルタ］を選択します。

［フィルタ］ダイアログボックスが開きます。

6. フィルタオプションを選択して、［OK］をクリックします。

注：Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoでサポートしているのは、ファイルパ

ターンフィルタとディレクトリパターンフィルタのみです。これらのフィルタを使用する

と、特定のファイル名やファイルパターン、または特定のディレクトリ名やディレクトリ

パターンに基づいて、ファイルまたはディレクトリをジョブに含めるか除外するかを指

定することができます( ファイルデータフィルタは、このエージェントでは使用できませ

ん) 。フィルタオプションの詳細については、「管理者ガイド」を参照してください。

7. ［スケジュール］タブをクリックして、スケジュールおよびバックアップ方式のオプションを

表示します。

8. ［スケジュール］オプションでは、［カスタムスケジュール］または［ローテーションスキー

マ］を選択します。

a. ［カスタムスケジュール］オプションでは、バックアップジョブを 1度だけ実行す

るか、指定したとおりに繰り返し実行するかを指定できます。

［繰り返し方法］ドロップダウンから、［1度だけ］または適切な繰り返

し方法 ( ［一定間隔］、［曜日］、［週］、［日］または［カスタム］) を選

択します。

適切なバックアップ方式 ( フル、増分、または差分 ) を選択します。

アーカイブ形式のトランザクションログオプションが有効に設定されて

いる場合、増分バックアップを行うと、トランザクションログファイルと、

前回のフルまたは増分バックアップ以降に新しいDBIID が割り当てら

れたファイルのみがバックアップされます。アーカイブ形式のトランザク

ションログオプションが無効に設定されている場合、増分バックアップ

を行うと、前回のフルバックアップまたは増分バックアップ以降に変更

されたデータベースファイルのみがバックアップされます。

注：これらのオプションの詳細については、「管理者ガイド」を参照してくださ

い。

b. ［ローテーションスキーマ］オプションを使用すると、バックアップ方式を組み合

わせて、5～ 7日間のカスタマイズされたサイクルで、バックアップジョブを実

行することができます。

以下のスケジュールオプションから 1つ選択します。
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データのバックアップ

［スキーマ名］- サブミットするローテーションジョブの種類を指定し

ます。

［開始日］- バックアップを開始する日付を選択します。

［実行時間］- バックアップを開始する時刻を選択します。

［GFS を有効化］- 事前定義済みのGFS ( Grandfather-Father-
Son) ローテーションスキーマを選択します。

適切なバックアップ方式 ( フル、増分、または差分 ) を選択します。

注：これらのオプションの詳細については、「管理者ガイド」を参照してくださ

い。

9. ［デスティネーション］タブをクリックしてデスティネーションのオプションを表示し、バック

アップデータの送り先となる適切なバックアップグループおよび対応するメディア情

報を選択します。

10. ツールバーの［サブミット］をクリックします。

すべてのバックアップジョブ属性を指定すると、バックアップジョブが開始されます。

［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスが表示されます。

11. 選択したサーバホストのセキュリティ情報 ( ユーザ名とパスワード ) を入力します。

セキュリティオプションの詳細については、「管理者ガイド」を参照してください。

重要： ［セキュリティおよびエージェント情報］ダイアログボックスには、リモートの

Windows 2008、およびWindows 2012、Windowsサーバ 2016サービスの情報のみ

を入力できます。作業を続行するには、少なくともバックアップするための権限が

必要です。ローカルマシン上のLotus Dominoデータベースをバックアップする場合

は、このダイアログボックスに情報を入力する必要はありません。

12. ［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが表示され、ジョブの種類、データベース

ファイルのソースディレクトリ、およびデスティネーションの情報に関するサマリが表示

されます。必要に応じて、［ジョブの詳細］フィールドにジョブの説明を入力しま

す。

13. ［ジョブ実行時刻］で［即実行］( すぐにバックアップを実行 ) または［実行日時指

定］( バックアップの日時を定義 ) を選択し、［OK］をクリックしてバックアップジョブを

サブミットします。

［ジョブステータス］ウィンドウが開き、［ジョブキュー］と［ジョブの詳細］が表示され

ます。サーバ名を右クリックして［プロパティ］を選択すると、より詳細なジョブモニタ

情報を表示することができます。［ジョブモニタ］ウィンドウが開き、バックアッププロ
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データのバックアップ

セスの詳細とステータスが表示されます。

バックアップジョブが完了すると、ステータスウィンドウが表示され、バックアップジョ

ブの最終ステータス( 成功または失敗 ) が表示されます。

14. ［OK］をクリックします。

［ステータス］ウィンドウが閉じられます。

詳細情報：

バックアップ計画
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Lotus DAOSオブジェクト

データのバックアップに Lotus Dominoサーバを選択すると、［ソース］タブにDAOSオ
ブジェクトは表示されません。Arcserve Backupは、対応する参照先を含むデータ

ベースを使用して、参照された DAOSオブジェクトをバックアップします。
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データのリストア

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoとリストアマネージャを使用して、リストア

ジョブの設定およびサブミットを行うことができます。Lotus Dominoデータベース全

体をリストアすることも、データベース内の個々のオブジェクト ( データベースファイル

やトランザクションログファイル) をリストアすることもできます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

リストアの準備

リストアマネージャの概要

リストア方式

Lotus Dominoのリストアオプション

リストアの実行

増分バックアップを使用したデータのリストア

差分バックアップを使用したデータのリストア

Lotus DAOSオブジェクト
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リストアの準備

メディア障害から復旧するには、Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoを使用

して、まず、アーカイブされたログファイル( アーカイブされたログファイルが存在しな

い場合 ) をリストアし、その後データベースをリストアします。前回のフルバックアップ

を実行した時点から障害発生時点までに発生したトランザクションログすべてを

リストアします。

トランザクションログファイルがすでに無効 ( 削除されている、または破損している)
になっている状態で［回復の実行］オプションを選択する場合は、データベースをリ

ストアする前に、データベースが前回バックアップされた時点から今回のリストアジョ

ブまでの間にアーカイブされたトランザクションログファイルをリストアする必要があり

ます。

注：サーバに存在しないトランザクションログのみをリストアします。アーカイブされ

たログがログディレクトリ内に存在する場合は、テープからリストアする必要はあり

ません。トランザクションログのリストアは、アーカイブ形式のトランザクションログオ

プションが有効に設定されている Lotus Dominoサーバにのみ適用されます。

共有メールをリストアするには、最初に Lotus Dominoサーバをシャットダウンする必

要があります。

Lotus Domino サーバをシャット ダウンする方法

1. Lotus Dominoサーバを起動します。

2. 共有メールをオフラインにします。

3. Lotus Dominoサーバをシャット ダウンします。
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リストアマネージャの概要

リストアマネージャにはArcserve Backupジョブの詳細な情報が入っているため、リス

トアしたいオブジェクトやリストア先の場所を簡単に選択することができます。また、

リストアマネージャのオプションおよびスケジューリングを使用して、リストアジョブを

カスタマイズすることもできます。リストアマネージャの詳細については、「管理者ガ

イド」を参照してください。
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データのリストア

リストアマネージャのタブ

各リストアジョブには、ソース( メディアとセッション) およびデスティネーションを指定

する必要があります。［リストアマネージャ］ウィンドウには、リストアジョブのカスタマ

イズに使用する以下の3つのタブがあります。

［ソース］タブ

バックアップ済みのLotus Dominoオブジェクトのリストを表示します。

［デスティネーション］タブ

バックアップされたオブジェクトをリストアできる場所のリストが表示されます。

［スケジュール］タブ

リストアプロセスのスケジュールおよび方式を設定できます。
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リストア方式

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoのリストア方式は、リストアマネージャの

［ソース］タブにあるドロップダウンリストから表示できます。リストアする Lotus
Dominoサーバを選択する際、以下の方式を使用できます。

［ツリー単位］方式

リストアジョブのオブジェクトをデータのバックアップ元のソースマシンに基づいて

選択できます。この方式を選択した場合、サーバの内容全体をまとめてリスト

アすることができないため、代わりに従属するすべてのオブジェクトを個々に選

択する必要があります。この方法は、必要なデータが格納されているメディア

がどれなのか不明だが、リストア対象のデータおよびその格納先マシンがどれ

なのか検討がつく場合に使用します。リストアマネージャではこの方式がデ

フォルトになっています。

［セッション単位］方式

バックアップに使用したすべてのメディアとそこに格納されているファイルのリスト

が表示されます。また、リストアジョブのオブジェクトをバックアップセッションに基

づいて選択できます。

［照会単位］方式

このエージェントでは、この方式はサポートされていません。

［イメージ単位］方式

このエージェントでは、この方式はサポートされていません。

［メディア単位］方式

このエージェントでは、この方式はサポートされていません。

注：すべての方式で、データはデフォルトで元のデータベースにリストアされます。
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Lotus Domino のリストアオプション

Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoのリストアオプションは、［Agent for Lotus
Dominoリストアオプション］ダイアログボックスに表示されます。このダイアログボッ

クスを開くには、Lotus Dominoサーバを選択し、右クリックして［エージェント オプショ

ン］を選択します。

注：選択した Lotus Dominoデータベース上でトランザクションログを有効にしてい

る場合のみ、Arcserve Backupはこれらのオプションを使用してリストアを実行でき

ます。

使用可能なオプションは、以下のとおりです。

既存のDAOS オブジェクトを、選択したバックアップセッションのオブジェクトで上書

きする

DAOSオブジェクトを、選択したバックアップセッションのオブジェクトで上書きし

ます。

注：このオプションを選択しない場合、Arcserve Backupは DAOSオブジェクト

のリストアをスキップします。

回復の実行

データベースを現在の日時 ( 最新 ) まで回復します。

Point-In-Time 回復

指定した時点 ( 日付と時刻 ) までデータベースを回復します。

注：回復とは、データベースがバックアップされた後に発生したデータベースの

変更を適用する処理です。回復プロセスを行うと、データベースが最近の状

態に戻ります。［Point-In-Time 回復］を選択すると、データベースの状態を特

定の時点まで戻すことができるため、より柔軟にデータベースを回復できます。
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リストアの実行

リストアジョブを行うには、バックアップファイルの抽出元であるデータソースと、ファ

イルのリストア先となるデスティネーションが必要です。Lotus Dominoからデータをリ

ストアするには、リストアマネージャを使用してリストアジョブを設定しサブミットする

必要があります。

バックアップデータのリストア方法

1. Arcserve Backupホームページで［リストアマネージャ］アイコンをクリックします。

リストアマネージャのメインウィンドウが開きます。

重要：ツリー単位方式を選択した場合は、Lotus Dominoサーバの内容全体をま

とめてリストアすることはできないため、代わりに従属するすべてのオブジェクトを

個々に選択する必要があります( 対応するサーバのボックスは灰色か無効で

す) 。セッション単位方式を選択した場合は、Lotus Dominoサーバの内容全体を

まとめてリストアできます。従属するすべてのオブジェクトを個々に選択する必要は

ありません( 対応するサーバのボックスは緑色か有効になっています) 。

2. ［ソース］タブのドロップダウンリストから、リストア方式を選択します。

該当するソースツリーに表示されるオプションは、［ツリー単位］方式を選択した

か、［セッション単位］方式を選択したかによって異なります。

［ツリー単位］方式を選択すると、ツリーには前回完了したバックアップジョブのみ

が表示されます。
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注：

Arcserve BackupAgent for Lotus Dominoでは、ツリー単位方式とセッション単

位方式のみがサポートされています。

セッションが DAOS リポジトリおよびトランザクションログを含んでおり、両方の

項目を選択する場合、物理パスが表示されません。

本リリースのエージェントにアップグレードし、前のリリースで作成されたセッショ

ンが存在する場合は、物理パスが表示されません。

3. 最新以外のバックアップジョブをリストアするには、サーバ名をクリックし、最初の

［復旧ポイント］ドロップダウンコントロールをクリックして復旧ポイントの日付を選

択します。

4. 2番目の［復旧ポイント］ドロップダウンコントロールをクリックして利用可能なセッ

ションをすべて表示させ、適切なセッションを選択します。

5. ［ソース］タブで、リストアする Lotus Dominoデータベースを探します。

注：バックアップ中に Lotus Donimoのアーカイブ形式のトランザクションログオプ

ションを有効にした場合、展開された Lotus Donimoサーバのツリーに最初に表示

されるのはトランザクションログのアイコンです。ただし、アーカイブ済みのログファイ

ルが 1つもない場合、トランザクションログのアイコンは表示されません。

6. リストア対象のオブジェクトに対応するボックスが緑一色 ( フルリストア) になるまで

クリックして、オブジェクトを選択します。

セッション単位方式を選択した場合は、サーバ名の横の対応するボックスが緑色

になるまでクリックすると、Lotus Dominoサーバ全体をまとめてリストアすることができ
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ます。個別のデータベースファイルまたはトランザクションログファイルをリストアする

には、対応するボックスが緑一色になるまでそれぞれのファイルを選択します。

7. リストアするオブジェクトが含まれる Lotus Dominoサーバを右クリックし、［エージェン

ト］を選択します。

［Agent for Lotus Dominoリストアオプション］が開きます。

8. ［Agent for Lotus Dominoリストアオプション］ダイアログボックスから、［リストアオプ

ション］( ［選択したバックアップセッションのオブジェクトで既存のDAOSオブジェクト

を上書きする］、［回復の実行］、または［Point-In-Time 回復］) を選択した後、

［OK］をクリックします。

注：Point-In-Time 回復を選択するには、［回復の実行］と［Point-In-Time 回復］

の両方のオプションを選択する必要があります。完全回復を選択するには、［回

復の実行］オプションのみを選択します。

9. リストア方式とオブジェクトを選択した後、［デスティネーション］タブをクリックします。

注：Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoは、元の場所へリストアするオプショ

ン( デフォルト ) と別の場所にリストアするオプションの2つのデスティネーションオプ

ションを提供します。Lotus Dominoサーバから元の場所や別の場所にデータをリス

トアすることは可能ですが、別のLotus Dominoサーバにリストアすることはできませ

ん。

重要：バックアップジョブを実行した後、Lotus Dominoサーバの名前を変更しな

いでください。リストアジョブでは常に、バックアップされたものと同じ Lotus Domino
サーバの設定を使用します。Lotus Dominoサーバの名前を変更した場合、リスト

アを実行するには、レジストリキー、PreviousInstanceName を手動で設定する必

要があります。

注：Lotus Dominoサーバ名の長さが使用可能な文字数を超過している場合、

Arcserve Backupは制限を超えている余分な文字を自動的に切り捨て、文字列

の最後の2文字を 01で置き換えます。同じ名前のLotus Dominoサーバが別に

存在する場合、Arcserve Backupは再度名前を最大文字数で切り捨て、文字

列の最後の2文字を 02で置き換えます。

Arcserve Backup r16.5 SP1以降の場合、サーバ名の最大長は 79文字です。

Arcserve Backup r16.5 SP1以降の場合の例

Lotus Dominoサーバが以下のような名前だとします。

「User111111111122222222223333333333444444444455555555556666666666-
77777777778888888」( 81文字 )

Arcserve Backupは、名前を 79文字に切り捨て、最後の2文字を以下のよう

に変更します。
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「User111111111122222222223333333333444444444455555555556666666666-
777777777788801」( 79文字 )

前と同じ名前を使用して Lotus Dominoサーバを作成すると、Arcserve Backup
は以下のように名前を変更します。

「User111111111122222222223333333333444444444455555555556666666666-
777777777788802」( 79文字 )

10. リストアするデータのデスティネーションを選択します。

元の場所または別の場所にどちらかにデータをリストアすることができます。

a. データベースファイルを元の場所にリストアするには、［ファイルを元の場所へ

リストア］を選択します。

［デスティネーション］ウィンドウには、［ファイルを元の場所へリストア］エントリ

が表示されます。

b. デスティネーションオブジェクト ツリーを使用してデータベースファイルを別の

場所にリストアするには、［ファイルを元の場所へリストア］チェックボックスの

選択を解除し、データのリストア先となるデスティネーションを選択します。

11. ［スケジュール］タブをクリックし、［繰り返し方法］ドロップダウンリストから［1度だ

け］または適切な繰り返し方法 ( ［一定間隔］、［曜日］、［週］、［日］または［カ

スタム］) を選択します。

12. リストアジョブ属性をすべて指定した後、ツールバーの［サブミット］ボタンをクリック

します。

リストアジョブが開始されます。リストアを実行しようとしているホストの［セッション

ユーザ名およびパスワード］ダイアログボックスが開きます。

注：セッションパスワードが必要なのは、バックアッププロセス中にセッションパス

ワードを指定した場合のみです。

13. 選択したサーバホストおよびバックアップセッションに必要なセキュリティアクセス情

報 ( ユーザ名とパスワード ) を入力します( 必要な場合 ) 。セッション オプションの詳

細については、「管理者ガイド」を参照してください。ローカルで行うリストアジョブ

の場合、セキュリティ情報は必要ありません。

14. ［OK］をクリックします。

［ジョブのサブミット］ダイアログボックスが開き、ジョブの種類およびデスティネーショ

ンディレクトリのサマリが表示されます。必要に応じて、［ジョブの詳細］フィールド

にジョブの説明を入力します。

15. ［ジョブ実行時刻］を選択した後、［即実行］( すぐにリストアを実行 ) または［実

行日時指定］( リストアの日時を定義 ) を選択し、［OK］をクリックしてリストアジョ

ブをサブミットします。
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［ジョブステータス］ウィンドウが開き、［ジョブキュー］と［ジョブの詳細］が表示され

ます。サーバ名を右クリックして［プロパティ］を選択すると、より詳細なジョブモニタ

情報も表示できます。［ジョブモニタ］ウィンドウが開き、リストアプロセスの詳細と

ステータスが表示されます。

リストアジョブが完了すると、ステータスウィンドウが開き、バックアップジョブの最終

ステータス( 成功または失敗 ) が表示されます。

16. ［OK］をクリックします。

［ステータス］ウィンドウが閉じられます。
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増分バックアップを使用したデータのリストア

増分バックアップセッションを含むフルバックアップからリストアジョブを実行できま

す。

増分バックアップセッションを含むフルバックアップからリストアする方法

1. フルバックアップセッションからすべてのトランザクションログをリストアします。

2. フルバックアップ以降、指定した日時までに作成したすべての増分バックアップ

セッションからトランザクションログをリストアします。

3. フルバックアップセッションからすべてのデータベースファイル( トランザクションログは

除く) をリストアします。

4. フルバックアップ以降、指定した日時までに作成したすべての増分バックアップ

セッションからすべてのデータベースファイル( トランザクションログは除く) をリストアし

ます。

注：アーカイブされたログファイルが存在しない場合、またはアーカイブ形式のトラ

ンザクションログオプションが有効に設定されている Lotus Dominoサーバに新しい

DBIID が割り当てられていない場合は、増分バックアップセッションが空になってい

ることがあります。
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差分バックアップを使用したデータのリストア

差分バックアップセッションを含むフルバックアップからデータをリストアできます。

差分バックアップセッションを含むフルバックアップからリストアする方法

1. フルバックアップセッションからすべてのトランザクションログをリストアします。

2. 前回の差分バックアップセッションからトランザクションログをリストアします。

3. フルバックアップセッションからすべてのデータベースファイル( トランザクションログは

除く) をリストアします。

4. 前回の差分バックアップセッションからすべてのデータベースファイル( トランザクショ

ンログは除く) をリストアします。
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Lotus DAOSオブジェクト

このセクションでは、Lotus DAOSオブジェクトのリストアシナリオ、Lotus DAOSオブジェ

クトのリストア方法について説明します。

このセクションには以下のトピックが含まれます。

リストアシナリオ

Lotus DAOSオブジェクトのリストア
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リストアシナリオ

Lotus DAOSオブジェクトでは、以下のシナリオを使用できます。

セッション全体のリストア

すべてのデータベースファイル( NSF、NTF) 、および参照された DAOSオブジェク

ト ( Notes Logical Object［NLO］が DAOSオブジェクトのファイルの種類です) ファ
イルをリストアします。

選択したデータベースのリストア

選択したデータベース( NSF、NTF) および参照された DAOSオブジェクト ( NLO)
ファイルをリストアします。

データベースをリストアせずに、DAOS フォルダをリストア

このセッションではバックアップされた DAOSオブジェクトをすべてリストアします。

データベースファイルは処理されません。

62 Agent for Lotus Domino



データのリストア

Lotus DAOSオブジェクトのリストア

メインのLotus Notesデータベースとは別のディスク上にDAOSフォルダがある場合、

そのフォルダのみを選択してリストアできます。

DAOS オブジェクトをリストアする方法

1. ［クイックスタート］をクリックし、［リストア］を選択します。

リストアマネージャが開きます。

2. ［ソース］タブで、リストアする Lotus Dominoデータベースを探します。

データベースが DAOSオブジェクトを参照している場合、Notes Logical Object
( NLO) ファイルはすべて表示されません。DAOSオブジェクトのトップレベルのフォル

ダおよびデータベースのトランザクションログのみが表示されます。

3. リストアする DAOSオブジェクトを選択します。

注：大量のNLO ファイルが存在する場合、フォルダを展開してすべてのファイルを

表示するとArcserve Backupのパフォーマンスに影響を及ぼすため、DAOSオブジェ

クト フォルダを展開することはできません。また、NLO ファイル名は ID として表示さ

れ、ファイル内容を識別できないため、特定のNLO ファイルをリストアすることはで

きません。

4. ［デスティネーション］タブをクリックし、リストア先を選択します。

5. ［スケジュール］タブをクリックし、リストアを実行する時間を選択します。

6. ［サブミット］をクリックします。

リストアジョブが開始されるか、またはスケジュールした時間に実行するために保

存されます。
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惨事復旧の実行

惨事の発生後にデータが失われるリスクを最小限にするためにもっとも重要なこと

は、すべてのサーバおよびワークステーションの最新のバックアップを取っておくことで

す。定期的にバックアップを実行しなければ、ハード ディスク障害などの惨事が発

生した場合に、Arcserve Backup Agent for Lotus DominoのLotus Dominoデータを

復旧する機能が制限されます。必ず、バックアップを頻繁に更新するメディアロー

テーションスケジュールを作成し、最新のフルバックアップを保持するようにしてくだ

さい。惨事が発生した場合に、Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoを使用

して、すばやく効率的に Lotus Dominoサーバを復旧することができます。Windows
システムの惨事復旧の詳細については、「Disaster Recoveryユーザガイド」を参

照してください。

エージェントを使用して惨事復旧を行う方法は、Lotus Dominoサーバの設定に

よって異なります。

このセクションには以下のトピックが含まれます。

アーカイブされたトランザクションログが有効な場合の惨事復旧の実行

循環トランザクションログが有効な場合の惨事復旧の実行

トランザクションログが無効な場合の惨事復旧の実行
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アーカイブされたトランザクションログが有効な場合の

惨事復旧の実行

惨事が発生したときに Lotus Dominoのアーカイブ形式のトランザクションログオプ

ションが有効な場合は、以下の手順で Lotus Dominoサーバのデータベースを復

旧できます。

アーカイブされたトランザクションログが有効な場合に Lotus Domino サーバのデー

タベースを復旧する方法

1. Lotus Dominoサーバプログラムディレクトリをすべてリストアまたは再インストールし

ます。

リストア後にサーバの再起動が必要になる場合があります。

重要：データ損失の範囲によっては、新しくLotus Dominoサーバをインストールし、

設定する必要があります。新しくインストールするサーバは、必ず、障害が発生し

たサーバと同じ方法で、同じディレクトリ構造、場所、およびディレクトリパスにな

るように設定してください。ただし、この時点では新しいサーバを起動しません。

2. データが失われる前に保存した最新のnotes.ini、cert.idおよび server.idの各ファ

イルをリストアします。

リストア後にサーバの再起動が必要になる場合があります。

3. ログディレクトリ( logdir) を準備します。notes.ini ファイルで定義されているログディ

レクトリ( デフォルト：logdir) が存在し、ログディレクトリに以前のファイルがないこと

を確認します。以前のインストール環境に入っていたトランザクションログコント

ロールファイル( nlogctrl.lfh) およびログファイル( .txn) を削除します。

4. Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoを使用してデータベースファイルを Lotus
Dominoのデータディレクトリにリストアします。ただし、トランザクションログは無効

にしておきます。［回復の実行］オプションを選択しないでください。

注：最初にフルセッションバックアップでデータベースファイルをリストアしてから、フ

ルバックアップ以降の増分セッションバックアップでデータベースファイルをリストアす

るか、前回の差分セッションバックアップからデータベースファイルをリストアします。

［回復の実行］オプションが選択されていないことを確認してください。

5. アーカイブされたログイベントをリストアします。

バックアップファイルは、前回アーカイブされたトランザクションログの範囲で、前回

バックアップされたトランザクションに回復することができます。

注：フルバックアップ以降の増分セッションバックアップでトランザクションログファイ

ルをリストアするか、前回の差分セッションバックアップからリストアします。フルセッ

ションバックアップでログファイルをリストアする必要はありません。
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6. ログディレクトリ( logdir) を確認します。

a. ログディレクトリが空の場合は、notes.ini ファイル内の以下のパラメータが設

定されていることを確認して、手順 11に進みます。

TRANSLOG_Recreate_Logctrl = 0

b. ログディレクトリが空でない場合は、以下のパラメータを notes.ini ファイルで

設定して、新しいコントロールファイルの作成を簡略化します。

TRANSLOG_Recreate_Logctrl = 1

7. Lotus Dominoサーバを再起動し、その後シャット ダウンします。

8. 新しいコントロールファイルの作成を無効にするには、notes.ini のパラメータ値を以

下のように変更します。

TRANSLOG_Recreate_Logctrl = 0

注：ほかに、notes.ini ファイルから以下のパラメータを削除した場合も、新しいコン

トロールファイルの作成を無効にすることができます。

TRANSLOG_Recreate_Logctrl = 1

9. 共有メールをリストアする場合、共有メールをリストアする前に以下の手順を実行

します。

a. Lotus Dominoサーバを起動します。

b. 共有メールをオフラインにします。

c. Lotus Dominoサーバをシャット ダウンします。

注：データベースファイルをリストアする前に、Lotus Dominoサーバをシャットダウン

する必要があります。

10. データベースファイルを復旧するには、Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoを

使用して再度 Lotus Dominoデータベースディレクトリにデータベースファイルをリス

トアします。ただし、このときは［回復の実行］オプションを選択します。

注：最初にフルセッションバックアップでデータベースファイルを回復して、フルバッ

クアップ以降の増分セッションバックアップでデータベースファイルを回復するのは、

その増分セッションの後にバックアップされたアーカイブログファイルが存在する場

合のみです。差分セッションバックアップでデータベースファイルを回復する必要は

ありません。

11. 新しくインストールした Lotus Dominoサーバを起動します。

惨事復旧処理が完了すると、Lotus Dominoサーバを起動してサーバのタスクや

機能を実行できるようになります。

詳細情報：

データベースインスタンス識別子 ( DBIID)
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循環トランザクションログが有効な場合の惨事復旧

の実行

惨事が発生したときに Lotus Dominoの循環形式のトランザクションログオプショ

ンが有効な場合、以下の手順で Lotus Dominoサーバのデータベースを復旧でき

ます。

循環トランザクションログが有効な場合に Lotus Domino サーバのデータベースを

復旧する方法

1. Lotus Dominoサーバプログラムディレクトリをすべてリストアまたは再インス

トールします。

リストア後にサーバの再起動が必要になる場合があります。

<! [CDATA[ ]]>重要データ損失の範囲によっては、新しくLotus Dominoサー

バをインストールし、設定する必要があります。新しくインストールするサーバ

は、必ず、障害が発生したサーバと同じ方法で、同じディレクトリ構造、場

所、およびディレクトリパスになるように設定してください。ただし、この時点

では新しいサーバを起動しません。

2. データが失われる前に保存した最新のnotes.ini、cert.idおよび server.idの

各ファイルをリストアします。

リストア後にサーバの再起動が必要になる場合があります。

3. ログディレクトリ( logdir) を準備します。以前のインストール環境に入ってい

たトランザクションログコントロールファイル( nlogctrl.lfh) およびログファイル

( .txn) を削除します。

4. 新しいコントロールファイルの作成を簡単にするには、notes.ini ファイルで以

下のパラメータを設定します。

TRANSLOG_PATH = LOGDIR

5. Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoを使用してデータベースファイルを

Lotus Dominoのデータディレクトリにリストアします。ただし、トランザクション

ログは無効にしておきます。［回復の実行］オプションを選択しないでくださ

い。

6. 新しくインストールした Lotus Dominoサーバを起動します。

惨事復旧処理が完了すると、Lotus Dominoサーバを起動してサーバのタス

クや機能を実行できるようになります。
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惨事復旧の実行

トランザクションログが無効な場合の惨事復旧の実

行

惨事が発生したときに Lotus Dominoのトランザクションログオプションが無効な場

合は、以下の手順で Lotus Dominoサーバのデータベースを復旧できます。

トランザクションログオプションが無効な場合に Lotus Domino データベースを復

旧する方法

1. Lotus Dominoサーバプログラムディレクトリをすべてリストアまたは再インス

トールします。

リストア後にサーバの再起動が必要になる場合があります。

<! [CDATA[ ]]>重要データ損失の範囲によっては、新しくLotus Dominoサー

バをインストールし、設定する必要があります。新しくインストールするサーバ

は、必ず、障害が発生したサーバと同じ方法で、同じディレクトリ構造、場

所、およびディレクトリパスになるように設定してください。ただし、この時点

では新しいサーバを起動しません。

2. データが失われる前に保存した最新のnotes.ini、cert.idおよび server.idの

各ファイルをリストアします。

リストア後にサーバの再起動が必要になる場合があります。

3. Arcserve Backup Agent RPC サーバを再起動します。

4. Lotus Dominoサーバをシャット ダウンします。

5. Arcserve Backup Agent for Lotus Dominoを使用してデータベースファイルを

Lotus Dominoのデータディレクトリにリストアします。ただし、トランザクション

ログは無効にしておきます。

6. 新しくインストールした Lotus Dominoサーバを起動します。

惨事復旧処理が完了すると、Lotus Dominoサーバを起動してサーバのタス

クや機能を実行できるようになります。
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第4章 : 用語集

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

DBIID 70

トランザクションログ 71
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DBIID

DBIID

DBIID とは、トランザクションログを有効にしたときに Lotus Dominoによって各 Lotus
Dominoデータベースに割り当てられるデータベースインスタンス識別子です。
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トランザクションログ

トランザクションログ

トランザクションログとは、ある特定の時点以降にデータベースで発生したすべて

のトランザクションをリストにしたものです。
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